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①熊本のミカン産地の収穫作業の継続的な支援活動
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①熊本市河内地方のミカンの収穫作業支援

熊本市の金峰山の西側の山腹一帯に広がる石垣の段々畑は、排水が良好で有
明海に面して日当りが良い、県内屈指の温州ミカンの産地※

※一説によると、河内地方のミカン栽培の歴史は、二百年近くになると言われている
                                    近年、熊本県のミカン生産量は、静岡県に次ぐ全国第４位、全国シェアも1割超え

JA熊本市では、平成12年までに分散していた選果場を１カ所に統合、さらに、
平成22年にはAIを活用した外観品質や非破壊糖度センサーとともに自動出荷シ
ステムを導入し、高機能な選果・出荷体制を構築済み。消費者からより信頼さ
れるブランドに前進
課題の一つは、全国同様に後継者不足と労働力不足。急傾斜の段々畑での収

穫作業や20キロを超す収穫コンテナの運搬、トラックへの積み下ろしは重労働
さらに、ミカンは比較的貯蔵が効く果物でありながら、収穫時期を逸すると

皮浮きが発生し品質が大きく低下。適期の収穫が極めて重要
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東急建設九州支店では、産地の維持と消費拡大の促進を目的に、熊本県の‘農人ボランティア’
の仕組みを使って、令和４年から継続的に収穫作業を支援

収穫 運搬
高機能選果場整備(H22)
（AIを活用した外観セン
サー、非破壊糖度セン
サー、自動出荷システ
ム）

市場（消費者）へ
・生産者の高齢化、労働力不足
・段々畑での重労働
・適期の収穫有明海を望む石垣の段々畑
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手伝いを必要としている農家と農業ボランティアに
興味がある人（団体）それぞれが県に登録し、県が
条件がマッチする者同士を結びつけてくれる仕組み

熊本県`農人ボランティア`の仕組み

図の出典：熊本県HP「農人ボランティア」より引用・加工

〇支援受入農家は、歴代のミカン専業農家で労働力は60代の夫婦２人のみ。急傾斜地で重いコンテナ箱の人力運搬が伴う
収穫作業は特の重労働、さらに、アルバイトの確保が厳しく収穫期間も限定される中、農家から感謝の言葉を頂いた。
〇作業休憩時の意見交換では、栽培管理の大変さ、後継者問題、地域の農業の問題などに話がおよび、生産者への理解が
深まるとともに、食への関心が高まった。
〇農業の実体験と生産者との交流が深まったことで、弊社の継続的な支援活動として定着した。

〇弊社の支援後、この支援活動の情報を県内のグループ会社（世紀東急工業、東急REIホテル）にも提供、弊社単独の支援
に加え、グループ会社が協力して行う支援活動に波及し支援をスタートさせた。

収 穫 作 業 の 支 援 状 況

収穫 運搬 積み込み

予定エリアの収穫を終え安堵の農家と社員休憩時間は農家との貴重な意見交換の場
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②熊本地震復興イベントで南阿蘇村と協定を結び地域農産物を販売

〇甚大な人的被害、社会インフラなどへの被害を発生させた平成28年４月の熊本地震では、地震で落橋した阿蘇大橋にほど
近い場所にある南阿蘇村の阿蘇東急ゴルフ場も、クラブハウスの全損やコースの地割れなどの被害が発生し閉鎖
〇地域の助けを借りながらの懸命な復旧の結果、ようやく平成30年７月に全面営業再開にこぎ着けた
〇ゴルフ場の復旧を支援してくれた地域への感謝と熊本地震からの復興を祈念するため、ゴルフ場を会場にグループ各社の
協力の下、令和元年から毎年地震発生の４月に、ゴルフ場を終日無料で開放して`熊本地震復興イベント「阿蘇東急でアソ
ぼう♪」`を開催
〇イベントでは、復興パネルの展示、防災車両の展示、コースをピクニック広場として草スキーなどに開放。毎回、南阿蘇
村内外から2千人～4千人が来場

震災からの復興祈念、地域への感謝
後援：南阿蘇村、国土交通省
ほか熊日新聞・熊本民放各社

復興をより後押するため、東急建設九州支店は、令和５年３月に南阿蘇村と「地域農産物の消費拡大に向
けた連携協定」を結び、村と協力して「南阿蘇みなもと」を出店、地域農産物等をPR販売

熊本市に繋がる動脈R325の落橋し
た阿蘇大橋も新阿蘇大橋として復旧

ゴルフ場の地震被害

コースは地割れが発生

１ｍ超えの陥没やクラブハウスの全損

大成建設株式会社HPより ※一部編集

ゴルフ場
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「南阿蘇みなもと」の名で出店販売

アスパラガスと小分けした食べ比べ米

協定のアウトライン
消費拡大連携

南阿蘇村 東急建設

生産者 公社 小売り その他

人的支援やPRに関すること
その他出店調整（無償）

何を売るかや商品の調
達等に関する調整
諸届けに関すること

販売・ PR

〇熊本市内などからの家族連れの来場者が多い中、生の‘アスパラガス’やその場で食べれる‘焼き
アスパラガス’、南阿蘇産米の‘おにぎり’が特に好評で完売した。
〇阿蘇の大自然が満喫できる環境下で、地域の農産物等を直に見せ販売することで、PR効果を
上げられた。

春が旬のアスパラガス、冷たく清らかな阿蘇の水で育てた有機栽培の
食べ比べ米、南阿蘇で生産加工されているイチゴ味のポップコーン、
かりんとう、生姜シロップ、味噌やタレなどを販売

イチゴ味のポップコーンなど加工品の品々

南阿蘇村の主な農産物

春の旬
を販売 販売PRする弊社社員と村の職員
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行政の振興方針に沿う活動となるよう村と
協定締結
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